
《行事報告》 

令和７年度 ダム工学会 研究発表会の開催報告 

 

     ダム工学会学術研究発表会小委員会 

 

令和７年１１月２０日（木）に「令和７年度ダム工学会研究発表会」を開催しました。 

令和７年度ダム工学会研究発表会は、令和６年度と同様に、特別講演会を５月の通常総会

後に集合形式、研究発表会と講習会は１１月にオンラインで開催しました。 

研究発表会の発表者は７名、参加者は６２名でした。 

研究発表会では、再生事業における上流仮締切の設計施工、台形ＣＳＧダム建設における

面的測定システム、ダム運用に関する検討、地震時のダム挙動と２次元解析との比較検討、

仮排水トンネルにおける３次元流体解析を用いた流況予測、放流設備周辺の堆砂制御手法

に関する予備検討、農業用ダムを対象とした洪水時操作のパターン化の提案といった、多様

な分野にわたる７編の研究発表がありました。 

発表論文の概要は以下のとおりです。（以下、敬称略） 

 

１．「早明浦ダム再生事業上流仮締切設備の設計・施工 新たな挑戦 

～特許取得と国内初技術採用～」 

独立行政法人水資源機構 吉野川上流総合管理所 早明浦ダム再生事業推進室 主査  

 江田 友也 

独立行政法人水資源機構が初めて実施する早明浦ダム再生事業では、通常の水運用を維

持するため工事制限水位を設けず設計を行った。上流仮締切設備には浮体式と従来式を組

み合わせたハイブリッド扉体を採用し、抜水後の浮力に対応する「浮力対策工兼戸当り構造」

を新開発し特許取得した。施工面では飽和潜水作業でヘリウムガスリサイクル装置を国内

初導入し、コスト縮減を図った。 

本論文は、早明浦ダム再生事業における上流仮締切設備工事の設計・施工改良について報

告するものである。 

 

２．「台形ＣＳＧダム建設の締固め品質管理試験の省人化を実現した 

面的測定システム」 

 鹿島建設株式会社 技術研究所 土質・地盤グループ 主任研究員 田中 恵祐 

台形ＣＳＧダムの建設では高速大量連続施工を前提とし、品質管理にも迅速性が求めら

れる。従来の現場密度試験は削孔や機器運搬に多くの人員と時間を要し、広域面を数点で管

理する抜き取り検査に限られていた。筆者らは省人化と面的管理を目的に、比抵抗法を用い

た「現場密度の面的測定システム（Geo-DX Compaction®）」を開発し、成瀬ダム堤体打設工

事に適用した。 



本論文は、本システムの概要と成瀬ダムでの適用実績および導入効果について報告する

ものである。 

 

３．「水資源機構におけるダム運用に関する新たな取り組みについて」 

 独立行政法人水資源機構 ダム事業部ダム管理課 主任 河内 達也 

近年、気候変動やカーボンニュートラルへの対応として、ダム運用の高度化が進められ

ている。水資源機構は２０１８年からＳＩＰ、２０２３年からＢＲＩＤＧＥに参画し、長

期降雨予測を活用した高度運用を検討、モデルダムで実操作への導入を進めているところ

である。 

本論文は、水資源機構におけるダム運用に関する新たな取り組みとして、ダム運用高度

化の事例及びアンサンブル降雨予測の活用に向けた検討内容について報告するものであ

る。 

 

４.「小屋ダムの令和６年能登半島地震時の挙動に関する２次元解析と 

現地調査結果の比較検討」 

国土交通省国土技術政策総合研究所 河川研究部 大規模河川構造物研究室 主任研究官 

金縄 健一 

２０２４年１月１日の令和６年能登半島地震は北陸地方に甚大な被害をもたらした。震央

から約１２．２kmに位置する中央土質遮水壁型ロックフィルダムの小屋ダムでは、底部監査

廊の地震計で最大水平加速度５２８cm/s²が観測された。 

本研究は、同地震時に小屋ダムで観測された堤体挙動を対象に等価線形化手法による２ 

次元動的解析を実施し、その再現結果を国土技術政策総合研究所等による地震後の現地調査

で確認された変状等と比較することで、地震時における堤体の安定性について考察したもの

である。 

 

 

５.「ダム再開発工事の仮排水トンネルにおける３次元流体解析を用いた 

流況予測」 

 株式会社大林組 生産技術本部ダム技術部  藤原 皓 

近年の水害リスク増大に対応し、国は流域治水を推進、その一環として既設ダムの再生が

注目されている。従来の水理模型実験は迅速対応に課題があり、筆者らは３次元流体解析で

放流時の流れ場再現に取り組み、水位予測で高精度を確認している。 

本研究は、３次元流体解析を新丸山ダム仮排水トンネルの１／５０モデルに適用し、放流

能力に影響する要因を検討しモデルを最適化して、その結果を基に実スケール解析を行い、

妥当な流量評価の可能性を確認したものである。 

 



６.「高圧放流設備周辺の堆砂形状制御手法に関する予備検討」 

 国立研究開発法人土木研究所 河道保全研究グループ 水工チーム 交流研究員 

南家 岳史 

近年、計画を上回る堆砂進行により、高圧放流設備が堆砂や沈木で機能を喪失するリスク

が顕在化している。従来の浚渫は高コストで再堆積の懸念もあり、持続的な管理手法とは言

い難い。 

本研究は、水位低下を伴わない排砂手法として知られる Pressure Flushing（ＰＦ）に着

目し、ＰＦで形成される洗掘形状 Flushing Cone（ＦＣ）の管理を検討したものである。さ

らに高圧放流設備は通砂を想定していないものの、機能維持の観点からＦＣ形状の制御が重

要であるため、水理模型実験を通じてその制御手法に関する予備的検討を行ったものであ

る。 

 

７.「農業用ダムを対象とした洪水調節機能の最大限活用を図るための 

洪水時操作のパターン化の提案」 

一般財団法人水源地環境センター 研究第一部 主任研究員  最上 友香子 

戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第３期課題「スマート防災ネットワーク

の構築」サブ課題Ｄ流域内の貯留機能を最大限活用した被害軽減の実現において、農業用ダ

ムの洪水調節機能を最大限に活用するためにダム操作方法を事前検討に基づきリアルタイム

で操作提案を行うシステムの研究開発に取り組んでいる。 

本研究は、これらのシステム開発状況を紹介するとともに、本システムの開発に際して実

施した治水効果と利水安全度のバランスを考慮した洪水時操作のパターン化手法を提案する

ものである。 

 

以上のように、いずれの研究発表も最新の技術開発に取り組んだ（あるいは取り組んでい

る）成果をとりまとめたものであり、今後、ダムの調査・設計・施工・管理さらには再開発

にかかる技術の高度化や合理化に寄与するものと期待されます。 

７編の研究発表に対して、優秀発表賞選考委員会による審査が行われ、優秀発表賞として

次の１編が選定され、表彰式が行われました。表彰式では、ダム工学会優秀発表賞選考委員

会 藤田副委員長より各研究発表に対する講評および審査結果の発表がなされ、ダム工学会 

角会長より受賞者に賞状ならびに副賞が授与されました。 

 

 

 【優秀発表賞】 

「早明浦ダム再生事業上流仮締切設備の設計・施工 新たな挑戦 

～特許取得と国内初技術採用～ 」 

独立行政法人水資源機構吉野川上流総合管理所 早明浦ダム再生事業推進室 江田 友也  



 

（発表会の状況） 

 

ダム工学会 角会長 開会挨拶       水資源機構 江田氏による発表 

 

 

鹿島建設 田中氏による発表             水資源機構 河内氏による発表（web） 

 

 

国土技術政策総合研究所 金縄氏による発表           大林組 藤原氏による発表 



 

       土木研究所 南家氏による発表    水源地環境センター 最上氏による発表 

 

優秀発表賞選考委員会 藤田副委員長による       角会長による賞状授与 

講評・優秀発表賞の発表 

 

 


